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１ 開 会

○田村教育部長 皆さまお疲れ様です。只今

から、平成２９年度第１回美幌町総合教育会

議を開催いたします。本日は、会議次第３の

教育委員紹介までの議事進行につきまして私

が進行させていただきますので、よろしくお

願いいたします。

本日は、２９年度はじめての会議となりま

すが、本会議につきましては、地方教育行政

の組織及び運営に関する法律第１条の４第６

項の規定により、原則公開とするものでござ

います。

このため、本日の会議は公開するというこ

とで確認をしたいと思いますが、これについ

てご異議ございませんか。

○構成員一同 （異議なしの声あり）

○田村教育部長 それでは、会議は公開で進

めることとさせていただきます。

お手元の次第に基づきまして、会議を進行

させていただきます。

─────────────────────

２ 挨 拶

○田村教育部長 会議次第２、挨拶でありま

す。はじめに会議の主宰者であります、土谷

町長からご挨拶をいただきます。町長、よろ

しくお願いいたします。

○土谷町長 どうもご苦労様でございます。

第１回となります総合教育会議にお集まりを

いただきまして心から感謝を申し上げたいと

思います。すでにご承知のことと思います

が、この教育会議につきましては、地方教育

行政の組織及び運営に関する法律の改正に伴

い、教育委員会と地方公共団体の長が協議を

行う場として平成２７年度から開催されてい

るものでございます。町長として大綱をまと

めるということと、総合教育会議を設置する

ということでございますので、この場におい

て美幌町における教育問題について、皆さま

とさまざまな意見を交わし、よりより教育行

政に取り組んでまいりたいと思いますので、

本日はどうかよろしくお願いします。本日は

本当にありがとうございました。

○田村教育部長 ありがとうございました。

続きまして、教育委員会を代表いたしまして

平野教育長よりご挨拶をいただきたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。

○平野教育長 私から一言ご挨拶をさせてい

ただきます。平成２７年４月１日施行の「地

教行法」の一部改正による「新教育長」とし

て、昨年の９月に土谷町長から任命をされま

して、１年を終えたところであります。

改正による「教育長」の役割をしっかりと

受け止め、教育行政を取り進めて行きたいと

考えております。

現在の教育は、様々な課題に直面してお

り、教育に対する社会の要請や、教育行政を

取り巻く社会状況の変化に対応しながら、町

民の信頼にこたえる教育を実現する必要があ

ると認識しているところでございます。その

中で特に、学校教育について申し上げます

と、子どもが少なくなった今、子どもたちの

成長は、「地域の希望」であります。

「地域の子ども」は「地域で育てる」こと

を基本に、家庭、地域、学校と行政の４者が

十分に連携を取りながら、教育委員会とし

て、あらゆる課題に、正面から、前向きに、

ぶれることなく解決していきたいと考えてお

ります。

今後は、土谷町長が教育の総合的な政策の

方針として総合教育会議で定めた「教育大

綱」の実現、今年度、教育委員会が示させて

いただきました、「平成２９年度美幌町教育

行政執行方針」を実現するために、しっかり

と教育委員の皆さんと協議、皆さんの合意を

得て、「顔の見える教育委員会」として、教

育行政を進めていきたいと存じます。

全力で取り組んで参りたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。

○田村教育部長 ありがとうございました。

─────────────────────

３ 教育委員紹介

○田村教育部長 続きまして、会議次第３、
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教育委員紹介ということで、教育委員の皆さ

まをご紹介させていただきます。

はじめに教育長職務代理であります加藤委

員でございます。

○加藤委員 よろしくお願いします。

○田村教育部長 続きまして猪本委員でござ

います。

○猪本委員 よろしくお願いいたしします。

○田村教育部長 続きまして久山委員でござ

います。

○久山委員 よろしくお願いいたします。

○田村教育部長 続きまして小川委員でござ

います。

○小川委員 よろしくお願いします。

○田村教育部長 それでは、これより先の議

事進行につきましては、土谷町長にお願いし

たいと思います。よろしくお願いします。

─────────────────────

４ 議 事

（１）平成２８年度教育委員会の主な事務の

管理及び執行状況の点検・評価について

○土谷町長 それでは、お手元の教育会議の

議案に従って進めさせていただきます。はじ

めに会議次第４、議事の（１）平成２８年度

教育委員会の主な事務の管理及び執行状況の

点検・評価について、事務局から説明をさせ

ていただきます。なお、会議の中でのご発言

につきましては、着席で進めたいと思います

ので、よろしくお願いします。また、ご発言

の際は挙手をお願いします。

それでは、事務局お願いします。

○以頭学校教育主幹 （１）平成２８年度教

育委員会の主な事務の管理及び執行状況の点

検・評価についてご説明をさせていただきま

す。資料番号１をご覧下さい。

まず、１頁をお開き下さい。（３）点検・

評価の対象でございます。点検・評価につき

ましては、平成２８年度の事業実績を対象とし

ております。

教育委員会会議の開催の状況などの教育委

員会諸活動等の点検のほか、「美幌町教育目

標」や「平成２８年度教育行政執行方針」に

基づく主な施策・事務事業の実施状況につい

て点検・評価を行ったものでございます。こ

の点検・評価の結果報告書につきましては、

８月２３日に開催されました第５回教育委員

会定例会において承認され、町議会９月定例

会に報告するとともに、町民の皆さまに公表

することにより、説明責任を果たすこととし

ているものでございます。

まずはじめに教育委員会の活動状況でござ

います。２頁からでございます。はじめに大

変恐縮ですがお詫びを申し上げさせていただ

きたいと思います。２頁の２の（１）美幌町

教育委員名簿のところの加藤委員の肩書きが

（委員長職務代理）ということで記載となっ

ておりますが、正しくは（教育長職務代理）

でございます。大変申し訳ございませんでし

た。訂正してお詫びいたします。

それでは、平成２８年度の教育委員会の開

催状況でございますが、定例会１２回、臨時

会１回、合計１３回、開催しております。内

容といたしましては、議案４１件、報告５０

件について審議をいただいたところでありま

す。

協議会につきましては、５頁、６頁であり

ます。１２回開催いたしまして、協議２１

件、報告４２件について審議いただいたとこ

ろであります。次に各グループにおける平成

２８年度美幌町教育行政振興方針に基づく点

検・評価でございますが、報告書の１２頁か

ら３８頁に記載をしているところでございま

す。

学校教育グループにつきましては、１２頁

から２３頁の２２事業、学校給食グループに

つきましては、２４頁、２５頁に記載の２事

業です。社会教育グループにつきましては、

２６頁から３０頁に記載の８事業でありま

す。続きまして、図書館グループ分につきま

しては、３１頁から３３頁に記載の５事業で

ございます。続きまして、博物館グループ分

につきましては、３４頁から３６頁に記載の

５事業でございます。最後に、スポーツ振興
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グループにつきましては、３７頁から３８頁

に記載の３事業、合計４５事業について点検

評価をしたところでございます。

また、平成２８年度社会教育事業の「第７

次美幌町社会教育中期計画」に基づく評価と

しまして、社会教育委員による評価が行われ

たところであり、評価につきましては報告書

の３９頁から４０頁に記載となっておりま

す。

続きまして外部評価でございます。外部評

価につきましては、平成２６年度から実施さ

れており、今年で４回目の実施であります。

今年度の外部評価委員につきましては、前

美幌町教育委員会指導主事でありました、鈴

木憲治様と、北海道教育大学岩見沢校教授の

山本理人様に外部評価をお願いしたところで

ございます。

報告書の４１頁から５１頁まで評価報告で

ございますが、「学校教育の推進」について

を鈴木前指導主事が、「社会教育の推進」に

つきましては山本教授に評価をいただいたも

のでございます。

最後に、教育委員による意見・評価であり

ます。報告書の８頁から１１頁まででありま

す。

教育委員会の活動や各グループの事務事業

について、各グループの評価を踏まえ、各委

員から出されたご意見などを「評価・意見」

としてまとめたものでございます。

なお、資料番号２「各施設の事業実施結

果」、資料番号３「各施設の利用状況」の報

告書となっておりますので、こちらは後ほど

ご覧いただきたいと思います。

以上ご説明いたしました。よろしくお願い

します。

○土谷町長 それでは只今ご説明いたしまし

た平成２８年度教育委員会の主な事務の管理

及び執行状況の点検・評価につきまして、何

かご意見等ございましたらお願いします。

（平野教育長挙手）はい、平野教育長お願い

します。

○平野教育長 只今、事務局の方から概要報

告がありました平成２８年度教育委員会の主

な事務の管理及び執行状況の点検・評価に係

る教育委員会の活動状況について、少し、私

の方から補足をさせていただきます。

平成２８年度の教育委員会の開催状況につ

きましては、概要報告のとおりであります

が、特に活動状況のうち、土谷町長にご理解

をいただきたい事項について、数点、報告さ

せていただきたいと思います。

平成２８年度の教育行政執行方針の中で

『引き続き、「顔の見える教育委員会」とし

て、様々な教育課題について、積極的に取り

組んで参ります』と示させていただいており

ますが、毎年、教育委員会の活動が町民の皆

さまにご理解いただけますよう、積極的に活

動をさせていただいており、いろいろな教育

関係者との懇談や施設訪問等を、多く行って

おります。

具体的にお話しをさせていただきますと、

一点目として、校長会との懇談、ＰＴＡ連合

会役員、評議員との懇談、美幌高校の視察・

意見交換を実施しております。二つ目とし

て、学校を理解するため、全体では、２回の

学校訪問、各教育委員におかれましては、公

開授業や研究会に独自に参加をしていただい

ております。三点目として、社会教育施設の

視察ということで、事業の見学や、２８年度

については社会教育委員と懇談を初めて実施

しております。四点目として、毎年あります

全道の教育委員大会にあわせまして、先進地

視察ということで、実際には先進学校、２８

年度については、札幌市２校を視察させてい

ただきまして、その状況等について、校長会

に報告を行っております。

その他、総合教育会議に向けた協議や点検

評価報告書の作成のために協議を行ったり、

日常的にも集まっていただき、教育委員会と

しての情報共有や意思疎通を図っていただい

ているところであります。

このようなことから、各教育委員におかれ

ましては、平成２８年度は、積極的な活動や

関わりを持っていただいたと考えております
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ので、報告をさせていただきます。

引き続き、「びほろの教育」の向上のため

に、各教育委員、職員、一丸となって、積極

的に取り組んで行きたいと思いますので、今

後ともよろしくお願いいたします。

○土谷町長 ありがとうございます。その

他、ございませんでしょうか。（加藤委員挙

手）加藤委員お願いします。

○加藤委員 先ほど以頭主幹の方から執行状

況の点検・評価の概要報告がありましたけれ

ども、その中の、教育委員による意見、評価

等について、意見を述べさせていただきたい

と思います。

まず第一点目に、教育委員会についてであ

りますけれども、教育委員会制度ですが、昨

年９月に新制度による新教育長として、平野

教育長が再任され、積極的に教育行政を推進

しております。多くの、また多種多様な教育

課題に向き合うためには、引き続き、社会教

育の関係者、学校教育の関係者から多くの意

見を聴く機会を設け、しっかりと教育委員の

中で議論を進めていきたいと考えておりま

す。

今後も、「顔の見える教育委員会」づくり

を継続していきたいと考えますし、教育委員

会の考えについても、積極的に町民の皆さま

にも発信する機会が大事であろうと考えてお

ります。

私自身も、研修会や講演会に積極的に参加

したいと考えているところであります。自己

研鑽に努めながら、教育の向上に役立ててい

きたいと考えております。

またもう一点、学校教育グループについて

でありますけれども、美幌町の小中学生の学

力についてですが、「全国学力・学習状況調

査」におきましては、小学校において、全

道、全国平均を残念ながらすべて下回ってお

ります。しかしながら、昨年の正答率と本年

の正答率とを比べてみますと、全ての科目で

本年は昨年を上回ってきております。これ

は、小学校教育支援員配置事業や小学校３校

による授業改善推進チームの活用事業によ

り、子ども達の学力は、確実に、着実に進ん

でいると考えられるところだと思っておりま

す。

きめ細やかな教育を目指して、小学校で実

施していただいています３５人以下学級の継

続、またＩＣＴ機器の年次的整備、特別支援

教育における介助員の配置など、ぜひ今後と

も継続をしていただきたいと考えますので、

支援のほど、よろしくお願い申し上げます。

私からは以上であります。

○土谷町長 ありがとうございました。その

他どなたかございませんか。（猪本委員挙

手）はい、猪本委員お願いします。

○猪本委員 教育委員による意見、評価等に

ついて、意見を述べさせていただきます。学

校教育グループについてです。一点目に、指

導主事や教育専門相談員などの各相談員の取

組みにより、学校経営の改善や不登校問題へ

の着実な対応が図られて、さらなる指導に期

待をいたしているところであります。引き続

き、支援をお願いいたします。

二点目として、準要保護児童・生徒就学援

助費の支給対象となる保護者に対して、他の

市町村に先駆けて、入学準備金の早期支給を

進め、保護者への経済支援による学習環境の

充実を行ったことは、大きな成果であり、実

施に向け判断をしていただきました土谷町長

に深くお礼を申し上げます。

次に、社会教育グループについてです。一

点目として、２８年度からスタートいたしま

した、「第７次社会教育中期計画」につい

て、計画に沿った事業が進められていること

を評価するとともに、今後も円滑な事業推進

を期待しております。

二点目で、「びほーる」は、町内外から高

い評価をいただいておりますが、町民会館改

築の中での年間利用率が７５．７％であると

いうことに、関係者の努力に高い評価をした

いと思います。しかし、夜間の他の駐車場の

場所がわかりづらく、案内に工夫をする必要

があると感じておりまして、また町外から来

られる方が「びほーる」の場所がわかりづら
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く、案内の看板などの設置をお願いしたいと

考えております。余談になりますが、町内に

おける公共施設の案内看板も不足しているよ

うに感じています。

多くの町民の方々が「びほーる」を訪れる

よう、更なる利用推進を文化振興につなげて

いただきたいと考えております。今後とも、

よろしくお願いいたします。以上です。

○土谷町長 よろしくお願いします。ありが

とうございました。次にどなたか。（久山委

員挙手）久山委員お願いします。

○久山委員 私からも意見を述べさせていた

だきたいと思います。

まず最初に、博物館グループの活動でござ

います。毎年、博物館においては特別展、企

画展をやっていただいています。非常に好評

であり、充実した事業展開が図られておりま

す。特に、「相生線でＧＯ」、それから現在

もやっておりますが、むかしの小学校の企画

展、非常に多くの方々に来館をいただいてお

ります。大変うれしく思っております。ま

た、博物館の活動の中での学校との授業の連

携につきましては、非常に多くの回数、また

幅広く推進が図られているところです。今後

とも町民に親しまれる「博物館づくり」に期

待をしているところであります。

その中で、施設につきましては、かなり年

数が経っておりまして、冷暖房の空調設備の

改修、入口の改修をやっていただきました。

今後は、周辺の環境整備、特に駐車場の整備

など、道路の整備、猪本委員からもご発言が

ありましたけれども、案内看板など、更なる

利用推進に向けての努力を今後ともしていき

ますし、町長からもぜひ理解とご協力をお願

いしたいと思います。

もう一点でございますが、スポーツ振興グ

ループについてでございます。美幌町民のス

ポーツに対する関心度、また参加者数は非常

に多いのではないかと思っております。美幌

町のスポーツを楽しめる環境は非常に整って

きていると思いますが、スポーツ施設の改修

を含め、今後、全体的に見直して計画的な改

修が必要ではないのだろうかと考えておりま

す。その中で、教育委員会として懸案であり

ました屋内多目的運動施設の整備が明確にな

りました。大変うれしく思っております。今

後とも町のお力もお借りしながら施設の整

備、また運動に関する者たちが積極的に楽し

んで活動できるよう、環境整備をしていって

いただきたいと思っております。今後とも町

長のご協力ご理解をお願いしたいと思います

のでよろしくお願いいたします。

○土谷町長 よろしくお願いします。（小川

委員挙手）小川委員お願いします。

○小川委員 私からも、「教育委員による意

見、評価等」について、意見を述べさせてい

ただきます。

図書館グループについてでありますが、は

じめに、読書習慣の定着について発言させて

いただきますと、ブックスタート、ブックセ

カンド事業により、幼少期における読書習慣

は確実に定着しており、２８年度から実施し

ました「子ども未来絵本０３６事業」は大変

評価しているところです。今後も、更なる充

実を期待しているところでありまして、引き

続き、土谷町長のご理解とご協力をお願いい

たします。

次に、蔵書冊数などのソフト面は充実しつ

つあると言われますが、書架設備などのハー

ド面での課題は多くあり、建物が築後３７年

も経過していることから、第６期美幌町総合

計画に増改築の検討が盛り込まれたことに、

心から喜んでいるところです。

今回、役場庁舎の建設の話をお聞きし、複

合施設として、図書館の併設検討の話が聞こ

えてきております。今後、役場庁舎建設協議

の中で、教育委員会と十分な協議を行ってい

ただきますようにお願いいたします。

併せて、図書館が学校に多く関わっており

ますが、各学校の学校図書館関係教員や校長

から組織する美幌町学校図書館協議会より

「学校司書」の配置を強く要望されており、

子どもたちの読書力が、基礎学力の向上に大

きく影響するため、「学校図書館の充実」と
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「学校司書」の配置を強く要望し、土谷町長

のご理解と協力をお願いいたします。

私自身も、教育委員として２年目を迎え、

多くの事業への参加や視察をさせていただ

き、また多数の方々からご意見をいただいて

おります。今後も、自己研鑽に努めながら、

教育委員として、びほろの教育向上に努力し

て行きたいと考えておりますので、よろしく

お願いします。

○土谷町長 よろしくお願いします。ありが

とうございました。何点か、今回の定例会に

おいても一般質問で出てきているものがあり

ます。例えば、町内の案内の掲示についても

非常にわかりにくいのではないかと、一部の

施設について、教育委員会のものも一部ある

んですけれども、スポーツセンターのところ

の表示がわかりにくいというようなことも含

めて、実は私も日頃から感じておりまして、

美幌町は非常に案内板あるいは案内表示が少

ないのかなと思っていますので、これについ

ては年次的にどうできるか、いずれにしろ一

気にやるということになるとなかなか難しい

ので、年次的にでもいいと思いますのでしっ

かりとした取り組みをしていきたいと思って

おりますので、この点についてはよろしくお

願いしたいと思っております。

あと、小川委員の方からお話しがありまし

たように、ブックスタートであるとか０３６

事業に更に努力をしていただきたいという思

いを述べられましたけれども、正にそのとお

りだと思いますので、引き続き努力をして参

りたいと思っているところでございます。

それから、図書館の庁舎との複合施設化に

ついても今回の定例会の中で多分話題になっ

てくるのではないかなと思っているところで

あります。複合化についてはいずれにしまし

ても、次の基本構想に向けて教育委員会に指

示をしっかりしてますので、その中でどう

いったことができるのかについては、教育委

員会内部も含めて委員さんとの話をしっかり

としていただいて、これについてはしっかり

とした対応をして参りたいと思っております

ので、どうかご理解をいただきたいと思って

いるところでございます。

あと、私がこのように関与できるというこ

とになりましたので、引き続きよろしくお願

いをしたいと思っております。ありがとうご

ざいます。これについてはよろしいでしょう

か。

○構成員一同 （はいとの声あり）

─────────────────────

（２）意見交換

○土谷町長 それでは、次に意見交換という

ことで、特に案件は用意しておりませんが、

何か教育行政全般についてご意見等がありま

したらお願いします。教育長、何かあります

か。

○平野教育長 特に用意しておりません。

○構成員一同 （特にありませんの声あり）

─────────────────────

（３）その他 ①いじめ問題の対策について

○土谷町長 それでは、（３）その他という

ことで、①いじめ・不登校問題の対策につい

て、事務局から説明をお願いいたします。

○田村教育部長 それでは、資料番号の４で

ございます。いじめ・不登校問題の対策につ

いて、説明をさせていただきたいと思いま

す。

はじめにいじめの関係でございますが、美

幌町の取り組み状況といたしましては、「美

幌町いじめ防止基本方針」に基づきまして、

平成２７年６月に方針の方を策定しておりま

す。併せまして、「美幌町いじめ問題対策連

絡協議会」を設置しているところでございま

す。この「いじめ問題対策連絡協議会」につ

きましては、年２回程度開催をしておりまし

て、「いじめの把握のためのアンケート調

査」の結果につきまして、各学校における状

況報告、対応について、情報交換を行ってい

るところでございます。

次に２の「いじめの状況」でございます。

これにつきましては、年２回、６月と１１月
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にアンケート調査を実施しておりまして、そ

の報告によるものでございます。平成２６年

度の件数でございますが０件であります。２

７年度は小学校で２件発生しておりまして、

平成２８年度におきましては小学校で６６

件、中学校で９件発生しているところでござ

います。２８年度の分で２７年度と比較いた

しまして件数が大幅に増加している状況と

なっておりますが、理由といたしましては、

表の下に※の１番で記載をしておりますが、

平成２８年度からいじめの定義が厳密になっ

たということで、初期段階のいじめ、ごく短

期間のうちに解消した事例についても認知件

数となることから大幅に増加をしているもの

でございまして、その後、対応いたしまして

いずれも解消をしている状況となっているも

のでございます。

平成２９年度の認知件数で、これは６月の

調査でございますが、小学校で３２件、中学

校で２件ございました。このうち解消件数が

０件となっておりますが、これにつきまして

も、いじめに係る行為の解消の基準が、行為

が止んでいる状態が３か月継続をしているこ

ととされていることから、６月に調査をして

いるということで、解消件数については０件

と表示をしているものでございますが、実質

は３２件全て解消をされている状況でござい

ます。

次の頁をご覧いただきたいと思います。い

じめの態様でございますが、記載の表のとお

りの内容となっております。なお、小学校の

件数が先ほどのいじめの認知件数とは合って

おりませんが、これは複数の回答によるもの

となっております。

続きまして、いじめの発見・相談相手でご

ざいます。いじめの発見につきましては、や

はりアンケート調査による発見が多く、相談

状況も学級担任への相談が多くなっている状

況であります。

５番目に「いじめ」の定義の変遷を記載し

てございますが、これにつきましては後ほど

確認をお願いしたいと思います。

続きまして、不登校の状況につきまして、

「何らかの心理的、情緒的、身体的、あるい

は社会的要因や背景により児童生徒が登校し

ない、あるいは、したくてもできない状態に

あること」と定義をされておりまして、３０

日以上の欠席者を対象としているものでござ

います。以下、文科省の「児童生徒の問題行

動等生徒指導上の諸問題に関する調査」結果

を参考といたしまして、美幌町の実態をまと

めたものでございます。一番目の不登校を理

由とする長期欠席児童・生徒数の推移であり

ますが、平成２１年度から年度ごとに人数を

まとめたものでございまして、平成２８年度

では小学校で４人、中学校で１６人、合計で

２０人が不登校となっている状況でございま

して、小学校、中学校ともに前年度より増加

しているところでございます。

続きまして、（２）不登校児童生徒への指

導結果状況でございますが、指導の結果、登

校する又はできるようになった児童生徒につ

きましては、平成２８年度で小学校が１件、

中学校で１１件、合計で１２件となっており

まして、前年度と比べますと７件の増加と

なっております。次に、指導中の児童生徒に

つきましては、平成２８年度小学校で３件、

中学校で５件、合計で８件、前年度と比べま

して３件の減ということです。登校には至ら

なかったが好ましい変化が見られた児童生徒

につきましては、小中学校ともに０件という

状況でございます。

次の頁でございます。（３）不登校児童生

徒の状況分析で、不登校となったきっかけと

考えられる状況であります。小学校では、い

じめ問題、学業不振、親子関係をめぐる問題

などがあげられているところでございます。

中学校では、学業不振の人数が増えておりま

して、加えて、進路にかかる不安などもあげ

られているところでございます。小学校、中

学校ともに、親子関係をめぐる問題が共通し

ておりますが、不登校の傾向といたしまして

は、家庭の「学校へ行くべきである」という

姿勢が弱くなった傾向にあると感じていると
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いうことで、相談室の方から聞いているとこ

ろでございます。

最後に、指導の結果、登校するようになっ

た児童生徒に効果があった学校の措置といた

しまして、記載のとおりとなっているところ

であります。学校における不登校の対応でご

ざいますが、不登校になったきっかけとしま

しては、体調不良と家庭の方から訴えられる

ことが多いようでございますが、その中には

学力不振や友達、教師などの人間関係のトラ

ブルが原因として潜んでいることも多いと言

うことで、疑って対処をするなど適切な初期

対応が望まれているところでございます。相

談室といたしましても、学校訪問などを通し

て、不登校生徒の状況把握、それから学校の

取り組みの確認など、学校と連携を図りなが

ら家庭訪問、相談活動に積極的に取り組んで

いる状況でございます。以上、説明いたしま

した。よろしくお願いします。

○土谷町長 それでは、いじめ・不登校関係

について、ご説明させていただきました。ご

質問、ご意見等ございましたらお願いしたい

と思います。

○構成員一同 （ありませんの声あり）

○土谷町長 よろしいでしょうか。それでは

次に進めさせていただきたいと思います。

─────────────────────

②平成２９年度全国学力・学習状況調査につ

いて

○土谷町長 次に、②平成２９年度全国学

力・学習状況調査について、事務局から説明

をさせます。

○三浦指導主事 このことにつきましては、

私、指導主事三浦が説明させていただきま

す。資料番号５をご覧下さい。

まずはじめに、平成２９年度全国学力・学

習状況調査結果の速報が８月２８日に公表さ

れております。今回の全国学力・学習状況調

査については、全国の公立小学校６年生、中

学校３年生の全児童・全生徒が参加して、全

ての市町村や学校等の学力の状況等の把握の

ために、平成２５年度から実施されていると

ころでございます。

美幌町の小中学校別の状況概要について

は、本日、ご説明申し上げます学力調査の結

果だけでなく、学習状況調査の結果も含め

て、広報１０月号で町民の皆さまに公表した

いと思っております。また、更なる具体的な

詳細については、別途、ホームページ等でも

公表いたします。

本調査結果は、学校における教育活動の一

側面であって、学力の全てを表しているもの

ではありません。しかし概要をお知らせする

ことによりまして、美幌町の子どもたちの学

力等の状況について、感心を持っていただけ

ればと考えております。

本町のモットーは、「地域の子どもは地域

で育てる。」でございます。その視点の中

で、美幌町の子どもたちの学力・学習につい

ても、町民全体で育んでいければと考えてお

ります。土谷町長におかれましても、ぜひご

支援ご協力をよろしくお願いしたいと思いま

す。

それでは具体的に見ていきたいと思いま

す。まず２の全国学力・学習調査の内容、概

要でございますが、本年度の調査は、４月１

８日に実施されております。対象は、小学６

年の全児童と中学３年の全生徒です。人数に

ついては、本町の場合、小学６年の、Ａ問題

については３校で１６５名でしたが、児童一

人の体調不良がありまして保健室で静養した

ため、Ｂ問題については、１名減の３校で１

６４名となっております。中学校３年につい

ては、全ての問題を全生徒が受けており、２

校で１７２名という数字でございます。

内容については、Ａ問題は、「知識」に関

する問題、Ｂ問題は、主に「活用」に関する

問題でございます。今回は、時間の関係でご

紹介できませんが、学校と児童生徒に対して

質問紙による「学習状況調査」も行われてお

ります。

本町の学力結果の概要でございます。調査

結果の概要について、全国と北海道の平均正
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答率をもとにした美幌町の状況について、ご

説明申し上げます。表をご覧いただきたいと

思います。なお、今年度から過度の競争を招

かないということで、数値については小数点

以下の切り捨てで正数で示されております。

平成２９年度の本町結果につきましては、平

均正答率による全国・全道との差が全てマイ

ナスと言うことが示されていますので、結果

的に平均を上回った教科はございませんでし

た。しかし、全国・全道との差については、

昨年度より縮小してきております。その全国

との差を昨年度と比べてみますと、今回、小

学校６年生については、国語・算数ＡＢ問題

全てについて、全国との差が縮小しておりま

す。特に算数Ａについては６．６ポイント、

算数Ｂで５．８ポイントと５ポイント以上差

が縮まっていることになります。中学校３年

生では、数学Ｂの差がマイナス１０．４から

マイナス６．１と、昨年と比べて４．３ポイ

ント縮まっております。

また、別な見方で見ていきますと、、今年

度の結果に着目して、全国との差を見ていき

たいと思います。小学校６年で、全国と最も

正答率の差が少ないのは、緑色で示しました

国語Ａで、正答率は１．８％の差、正答数で

０．３問差ということで、ほぼ全国と並ぶよ

うになりました。最も差が大きかったものに

ついては、ピンク色で示しました国語Ｂで、

正答率で７．５％の差、正答数で０．７問差

です。昔は１問差と言っておりましたから、

差は縮小されています。ただ、先ほども言い

ましたように、前年度より５％以上、差は縮

まっております。中学校３年で見ていきます

と、全国と最も正答率の差が少なかったの

は、同じく緑色の国語Ａでございます。正答

率は５．４％の差、正答数で１．８問差でご

ざいました。逆に最も差が大きかったのは、

ピンク色でございます。国語Ｂで、正答率で

８．２％、正答数で０．８問差でございまし

た。しかし、昨年度よりは、どちらも差が広

がってしまいました。

今回は、小中学校とも国語Ｂの問題が全国

との差が最も大きくなりました。例年です

と、最も差が広がるのは算数・数学のＢ問題

ですので、今回は小中学校ともに、算数・数

学を頑張ったのではないかと言われていま

す。先ほど加藤職務代理者も述べられており

ましたが、各校の校内研修の充実の取り組み

や教育支援員等の習熟度別指導による取り組

みの成果でもあると言えます。しかし、正答

率自体は、小学校算数で４０％、中学校数学

で４２％と、半分以下ということについて

は、まだ課題と言えると思います。

最後に、各校では、この学力・学習状況調

査結果の詳細について、分析をしているとこ

ろです。その分析にあたっては、各校には、

「下位層の改善が図られたか。」「無回答率

の改善が図られたか。」ということを、共通

の視点として、分析していただくことになっ

ています。

また、各校の公表についても、美幌町が公

表した後に、それぞれ「学校だより」等で、

保護者・地域に公表することになっていま

す。教育委員会としても、広報の他に、更に

細かい分析をしまして、随時お知らせしてい

ければと考えております。

家庭・学校・地域がより強固な連携で、取

り組みを共有しながら、美幌町の子どもたち

のために、更なる学力向上を目指していきた

いと思いますので、皆さまのご指導・ご支援

を、よろしくお願いいたします。以上でござ

います。

○土谷町長 それでは只今説明のありました

全国学力・学習状況調査についてご質問、ご

意見等ございましたらお願いします。

○構成員一同 （ありませんの声あり）

○土谷町長 ありませんか。よろしいでしょ

うか。それでは次に進みます。

─────────────────────

③美幌高等学校について

○土谷町長 ③美幌高等学校について事務局

から説明をさせます。

○平野教育長 美幌高校については平野から
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お話しをさせていただきたいと思っておりま

す。資料番号６をお出しいただきたいと思い

ます。美幌高校についての対応につきまして

は、町長の許可をいただきまして教育委員会

がしっかり関わっていくということで進めさ

せていただいております。その中で、近年、

普通科と農業科がある訳ですが農業科に対す

る入学者が少ないということで、学科の減少

も含めて非常に危惧する中で町長といろいろ

相談をさせていただきながら、生徒募集に協

力をしていることこであります。今日は資料

６において、今の状況を再度、教育委員、町

長と確認した中で、これから様々なことを相

談させていただきたいと思っております。

まず一番目に「美幌高校への入学者」とい

うことで、平成２９年度、今年度につきまし

ては４８名、定数が８０名に対して４８名で

す。それから農業科は４０人に対して７人、

これがかなり落ちております。農業科のもう

一つ、地域資源については４０人に対して３

２人、合計が１６０名の定員に対して８７名

であります。地元からの入学者が７４名とい

うことであります。「農業科への町内・町外

の入学者数」ということで、４年間の比較を

しております。生活環境科学科では、２８

年、昨年度は町内が１０名の町外が６名でし

た。今年度は、町内が１名に対して町外が６

名という結果でございます。内訳としては、

６名のうち５名が北見から、１名が置戸であ

ります。平成２８年度の６名というのはいろ

いろなところから来ていただいております。

置戸、旧東藻琴、旧女満別町、それから別

海、神戸から６名が来ておりますが、平成２

９年度については、北見が５名、置戸が１名

という状況であります。そして、地域資源応

用科についての２名につきましては北見と網

走から１名ということであります。

三番目として「町内中学卒業者からの美幌

高校への入学者」ということで、平成２９年

度、美幌から卒業した生徒は１５８名であり

ます。美幌高校へは７４名、割合は４６．８

％ということで５０％以上が町外に行ってい

るということであります。子どもたちがどこ

の学校を選択するかというのは、中々私ども

からここにしなさいとは言えない状況ではあ

りますが、地元の唯一の学校を守るという観

点から言えば、何とか４６．８％をまず過半

数を超える、できれば６０％ぐらいにしたい

と思っております。今日も美幌高校との教育

委員さんとの懇談をさせていただいた中で、

学校自身も、私どもが地元へ行ってください

というのは中々言いづらい部分、言うならば

魅力ある学校づくりをしてもらわなければど

うしようもできないということの中で、この

４６．８％についてはやはり先生方と一丸と

なって学校の魅力づくりをしっかりとして、

丁寧な指導の下に何とか数値を上げたいと言

うことをおっしゃっておりました。

四番目に、美幌高校から町長へ要望書が出

されております。すでに教育委員さんにはお

配りしておりますが、８月１７日に美幌高校

寄宿舎の運営助成ということの要望が来てお

ります。現在の入寮生は８人、３年生が６

人、それから２年生が２人ということで、３

年生が抜けたときに２名しか残らないという

話であります。

今日の学校の説明の中で、一日体験入学を

した中で、まだ中学校の三者面談をしていな

いので最終的な決定はまだこれから先です

が、一日体験入学の中では地方から４名の方

がぜひ来たい、と言うことは寮に入って美幌

に行きたいという意思表示をされた方がいた

という話をされておりました。

最後になりますが、公立高等学校の配置計

画、平成３０年度から平成３２年度までの分

が示されております。この内容を私どもに関

係する部分だけをまとめてあります。平成３

１年度には、北見柏陽高校が１クラス減と、

６から５に４０名の減、それから北見商業高

校が２クラスから１クラス、４０名減という

ことです。平成３２年度についてはオホーツ

ク中学区の学級は減なしということですの

で、私どもの美幌高校に置きかえてみれば、

平成３２年度までは美幌高校は現状維持をし
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ていただけるという考えであると考えており

ます。ただ、また来年、３１年から３３年ま

での配置計画に向けては、先ほど２番目で見

たとおり、生産環境科学科が昨年度までは何

とか２０名に近かったのが今年度は１桁台で

すので、この辺をしっかりと高校には努力を

していただき、また私どもとしてはここに来

ていただく方々の増員に協力しなければいけ

ないのかなという状況であります。一応、今

の現状だけを、共通認識を持っていただくと

いうことで報告をさせていただきました。以

上であります。

○土谷町長 はい、それでは美幌高等学校に

ついての説明がありました。ご質問、ご意見

等ございましたらお願いします。（加藤委員

挙手）加藤委員お願いします。

○加藤委員 私から、美幌高校の生徒確保に

ついて、一言、発言をさせていただきたいと

思います。美幌高校につきましては、ただい

ま平野教育長から説明をいただきました。ま

た、その説明の中にもありましたけれども、

本日、私ども教育委員、美幌高校の方にお

じゃまさせていただきまして、授業の様子を

見させていただき、懇談を行ってまいりまし

た。美幌高校の状況というものをいろいろ話

をお聞ききしまして、今の状況というものを

認識したところでございます。また、今年度

から、農業科に係る町外からの入学者に対し

て、支援をすることを決断されたことに関し

ましては、心から敬意を表するところであり

ます。教育委員会としましては、教育長を中

心に、管内、また管外の中学校にも美幌高校

の田村校長と訪問をして、生徒募集の協力を

しているところであります。また今後も引き

続き、協力していく考えでございます。美幌

高校も町内のさまざまな行事等にも積極的に

学校として生徒さんたちを美幌の小学校、中

学校の子どもたちと顔を合わせる機会を率先

して設けていただく努力もしております。そ

のようなこともございますので、ぜひ土谷町

長におかれましては、今のこの支援を引き続

きお願いしたいと思いますし、また新たなる

美幌高校への支援というものも検討していた

だきたく、お願いを申し上げるところでござ

います。以上、よろしくお願いいたします。

○土谷町長 はい、ただいま加藤委員の方か

らございました。その他、ございませんで

しょうか。

○構成員一同 （特にありませんの声あり）

○土谷町長 美幌高校も実は、地域資源応用

科と生活環境科学科の生徒に対して、助成を

今年から始めると言うことで、はたして効果

がどうかなと思っているんですけども、やや

ちょっと、付けた段階で低かったかなという

印象を持たれたのではないかなと思ってま

す。ただ、学校に対してはやっぱり基本的に

は学校の魅力づくりをしっかりやっていただ

いて、その上で我々が何ができるかというこ

とをしっかりやっていかなければいけないの

ではないかなと思っていますし、また学校で

言えない道教委に対する要望等を我々が受け

て、地域として要望を道教委に対して行うこ

とも構わないことだと思いますので、その点

については積極的に我々もやっていきたいと

思ってます。今後ともいろいろお世話になる

と思いますけれども、よろしくお願いをした

いと思っております。これについてはよろし

いでしょうか。

○構成員一同 （はいとの声あり）

○土谷町長 それでは、この他に全体的に何

かございましたらお願いします。事務局の方

から何かありますでしょうか。

○田村教育部長 事務局の方で用意している

ものはございません。

○土谷町長 それでは教育長、教育委員の皆

さんから何かありましたらお願いします。

○構成員一同 （特にありませんの声あり）

○土谷町長 よろしいですか。それでは、本

日の議事については、以上で終わらせていた

だきたいと思います。本日はどうもありがと

うございました。
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─────────────────────

閉 会

○田村教育部長 大変、お疲れさまでした。

今後、今年度に第２回目の総合教育会議の方

を、開催したいと考えているところでござい

ますのでまたよろしくお願いしたいと思いま

す。

それでは、以上をもちまして、平成２９年

度第１回美幌町総合教育会議を閉会させてい

ただきます。

どうもありがとうございました。

１７時０４分 閉会


